
第５２１回遊佐町議会定例会一般質問通告書 
 

                        平成２９年９月定例会 

通告順 通 告 者 質 問 事 項 要       旨 

１ 

１０番 

土門 治明 

 

（一問一答） 

１．小山崎遺跡に

ついて 

①遺跡の保存についての取り組みは、旧西

遊佐小に移転して調査を進めているが、今

年度の調査は、どの程度まで実施していく

つもりか。 

②国指定に早くなってもらいたいのだが、

なかなかサンプル不足のためか、どんな遺

跡なのか確証がたりなくて指定に至ってい

ない。指定に向けた取り組みを、どう強化

していくのか。 

③１９９５年にほ場整備事業からはずし

て、遺跡の主要地域を町が取得している。

この土地はジオサイトと隣接していて、国

指定を受けた時には、一大観光地になる可

能性がある。町ではどのような活用と将来

像を描いているのか。 

④生涯学習センターに遺跡の出土品が展示

されて町民をはじめ、多くの方々が、見学

されている。今後も、シンポジウムや展示

を開催することによって、国指定への気運

が高まると思う。今後の取り組みを伺う。 

２ 

１１番 

斎藤 弥志夫 

 

（一問一答） 

１．エプロンサー

ビス 

 エプロンサービスとは、地域の住民同士

がお互いに支え合い、日常生活の困りごと

の一部を助ける活動である。つまり、買い

物、ゴミ出し、話し相手、食事作り、掃除

などの手伝いである。気兼ねなく利用でき

るように、１枚１５０円券が１０枚綴りで

１５００円、１回の利用ごとにチケットで

払う。１時間までがチケット２枚、３０分

以内でチケット１枚であるが、少額の利用

料金の受け取りの中からサポーターは事務

費を払うことになる。エプロンサービスが

地区の支え合い精神に基づくものであると

同時に介護保険の隙間を埋めるものである

ことから、事務費に該当する部分を補助金

として役場が支払って頂きたい。 

２．西遊佐まちづ

くりセンターの整

備の不具合 

 

西遊佐まちづくりセンターの入口は坂に

なっているが、車の下部がこする場合があ

る。早急に改修すべきである。 

防災倉庫に換気扇がないのは、非常時の

食料の保管には適さない。常識として換気

扇を取り付けて正常な倉庫にした方がよ

い。 



通告順 通 告 者 質 問 事 項 要        旨 

３ 

１番 

齋藤  武 

 

（一問一答） 

１．臂曲地区採石

事業に係る裁判の

対応に、死角はな

いか 

 

臂曲地区採石事業に係る裁判は２回の口

頭弁論を終え、裁判の構図が内容面でも見

えてきつつある。だが、口頭弁論の様子や

関係書類からは、町の消極姿勢が垣間見え

てならない。 

町は原告である採石事業者に対し、明確

な反論をしているだろうか。 

こうした中、町は７月２８日に環境審議

会委員と水循環保全審議会委員を対象に、

研修会という形で訴訟代理人弁護士を交

え、裁判の内容についての説明会を実施し

た。だがこの説明会において、裁判中の事

柄だということを割り引いてみても、町側

の主張が十分に説明されたと思えるもので

はなかった。 

果たしてこれで大丈夫なのか。 

一方、今回の裁判に関する事務は、量と

質の両面で、役場横断チームを組むべきボ

リュームだと考えられるが、実際にはごく

一部の職員に任されているようだ。 

政策法務の充実の観点から、また今後を

考えても、対応体制を見直すべきではない

か。 

４ 

７番 

阿部 満吉 

 

（一問一答） 

 

１．臂曲地区岩石

採取事業は 

○採石されストックされた岩石の搬出は終

わったのか。 

○緑化対策の２９年度の状況は。 

○採石事業に係る裁判で何を争点とするの    

 か。 

 町民にわかり易く説明を。 

２．未来につなが

る町に 

○人口減少の中、自治体経営の視点も必要。 

 各課において、２８年度及び２９年度に

おいて、良く出来た事業（取組み）を聞

きたい。 

 

 



通告順 通 告 者 質 問 事 項 要        旨 

５ 

３番 

菅原 和幸 

 

（一問一答） 

１．個人財産への

行政の関与につ

いて 

 民間団体「所有者不明土地問題研究会」

（座長；増田寛也氏）が、全国の所有者不

明土地の推計を発表した。個人の土地財産

は、暮らしの土台、生産基盤でもあり、世

代間で継承されるが、相続未登記が社会問

題になりつつある。 

 不動産登記制度のもと、目的別に各種台

帳が整備されている。新規のほ場整備事業

制度では農地中間管理権の設定期間に関連

し固定資産税が軽減される。各情報の把握

は万全か。 

個人の土地に植生する竹木の枝等が、町

道に伸びているのが目立つ。道路関連法令

内に植生する枝等について、所有者への行

政指導の実績について伺う。 

６ 

６番 

赤塚 英一 

 

（一問一答） 

１．職員の配置と

採用計画は 

 職員の不足は以前より話題に出る事があ

った。町民サービスは、さらなる細分化も

予想される。また、今後の事業を考えると

職員の不足は、行政サービスの低下をまね

くと思われる。こういったことを解消する

には、一定の人材確保が必要と考えるが、

町の考えと今後の計画は。 

７ 

２番 

松永 裕美 

 

（一問一答） 

 

１．当町の自主防災

について 

 遊佐地区区長研修会で事例発表のあった
「駅前二区の防災マップ」をもとに「災 

害発生に備える世帯別状況調査」(別紙参

照)を希望する集落にも広げていくことを

提案する。緊急災害時には防災機関の活動

を待つだけでなく、地域の人々が協力し、

初期消火、被災者の救出、救護、避難誘導

を行えば被害をより小さくできるのでは。 

２．情操教育の充

実を 

 読書や読み聞かせの会（ボランティアの

方）活動の際、幼稚園から進級した１年生

向けに、大阪大学大学院基礎工学研究科シ

ステム創成専攻知能ロボット学研究室が開

発したハグビーを、試験的に遊佐小で取り

入れてみたらどうだろうか。 

 当町の宝で、町の未来をつくってくれる

子供達の教育・情操教育にプラスになる提

案をさせて頂きたい。 



告順 通 告 者 質 問 事 項 要        旨 

８ 

９番 

髙橋 冠治 

 

（一問一答） 

 

１．行政資料の簡

素化と町民にも

わかりやすい資

料を 

 遊佐町は環境自治体会議に加盟し自治体

環境マネジメントシステムＬＡＳ－Ｅを基

準とし、町の行政に於いて環境に負荷のか

けないまちづくりを提唱してきた。 

 特に節電や行政資料のペーパーレス化な

ど推し進めてきたが資料等の簡素化には至

っていない。時代の進歩に合わせた町民へ

の情報発信とそれに伴う情報端末の活用も

必要ではないか。 

２．中学校生徒の

部活動に対しての

町の支援は 

中学生の水泳の部活動に於いて学校内に

プールは無く、他市町に通う事を余儀なく

されている生徒たちに、町としての支援は

あるのか。 

９ 

４番 

筒井 義昭 

 

（一問一答） 

１．遊佐町総合戦

略事業の中間経

過と、今後のＰＤ

ＣＡは 

 ２０１５～２０１９年の５ヶ年事業であ

る「まち・ひと・しごと創生 遊佐町総合

戦略事業」も中間地点を迎えたが、当初の

事業成果目標値（ＫＰＩ）に対し達成状況

は。 

 また達成経過を踏まえ、本事業のＰＤＣ

Ａを如何に進めていくのか。 

２．貨客混載の規

制緩和がなされ

るが、遊佐町での

導入は可能なの

か 

 ９月よりタクシーでの貨物運送や、貨物

車による乗客運送が出来るように規制緩和

がなされた。 

 この規制緩和により、買い物難民や交通

弱者への救済支援策が今まで以上に講じら

れる条件が整ったのではないか。 

 遊佐町で導入可能な制度であるのか、関

係機関との検討はなされているのか。 

 

 


